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事業概要の説明資料

東京都南多摩東部建設事務所

令和２年９月

町田都市計画道路3・3・36号
相原鶴間線
［ 高ヶ坂 ］

都市計画の概要

町田市

都市計画道路名

町田３・３・３６号相原鶴間線

延長：約１８．１㎞

幅員：２５ｍ（４車線）

都市計画決定

昭和３６年１０月５日

（建設省告示第2275号）

多摩市八王子市

相模原市

整備中

相原駅

町田駅

南町田駅

町田街道
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今回事業化を予定
している区間

町田３・３・３６号線

横浜市大和市

▲町田3・3・36号相原鶴間線は、町田市相原町地内のＪＲ横浜線相原駅
付近から町田市南町田地内の国道16号線の交差部までの延長約18.1㎞の
区間が都市計画決定されています。
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今回事業化を予定している区間の平面図

町田市民病院

町田中央公園

橋梁計画区間
L=約70m
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今回事業化を予定している区間 L=約950m
＜旭町（町田市民病院付近）～中町（鶴川街道交差部）＞

旭町

中町

本町田

標準横断図 （一般部）

▼今回事業化を予定している区間は、町田市旭町地内（町田市民病院付近）
から中町地内（鶴川街道交差部）までの延長約950ｍであり、この区間の
うち、町田中央公園の北側は、高低差が大きいことから、一部で橋梁（延
長約70ｍ）の設置を計画しています。なお、町田街道、鎌倉街道、鶴川
街道など主要な道路と交差する箇所では、交差点形式で整備し、信号機や
横断歩道等を設置することとなります。

▲都市計画幅員は、25ｍであり、一般部の幅員構成は、車道が、片側5.5ｍ、
歩道が、片側5.25ｍで歩行者と自転車を構造分離方式で整備します。
なお、町田3・3・36号の車線数は、4車線で計画されていますが、町田街道
などの周辺道路の交通状況等を踏まえて、当面の間は、2車線での運用を考え
てます。
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自転車走行空間の整備

電線共同溝の整備

安全で快適な歩行空間の確保

良好な都市景観の創出

都市防災機能の強化

●下水道
●水道

光ケーブル

通信関係

小型トラフ

歩道

○ ○ ○

電線共同溝

電力

車道
官民境界

▼歩道部において、歩行者が通行する空間と自転車が通行する空間を分離
構造で整備した他路線での施工事例です。

▲今回事業化を予定している区間では、街路の整備と合わせて、電線共同溝
を整備し、無電柱化を行います。
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標準横断図（橋梁部）

橋梁区間の側面図（参考イメージ）

橋梁 L=約70m

▼一部で計画している橋梁部の幅員構成は、車道が、片側5.5ｍ、歩道が、
片側4.5ｍで植栽帯が無いため、一般部に比べて0.75ｍ狭くなります。
歩行者と自転車は、構造分離方式で一般部と同じ構造となります。歩行者
通路の幅員は、2.0ｍ、自転車通路の幅員は、2.5ｍです。

▲町田中央公園の北側では、既存の道路（市道）や宅地等の地盤が低い
ことから、新設する街路は、延長約70ｍの橋梁で計画しており、既存
の道路は、新設する橋梁の桁下を通行することになります。
なお、橋梁の詳細な構造は、今後、検討を行います。
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高低差の処理方法について①

擦り付け

・道路の延長を伸ばし
勾配を緩和

・階段設置 等

1010

高低差の処理方法について②

官
民
境
界

官
民
境
界

Ｌ型擁壁等 ブロック積擁壁等

▼既存の道路等と高低差が発生する場合、一般的な高低差の処理方法は、
以下のとおりです。
①道路を新設する際に、既設の道路と交差する場合（図左側）は、基本的
　には、新設する道路に既設の道路を擦り付けます。
②既設の道路を新設する道路に擦り付ける際に、勾配が急になってしまう
　場合（図右側）は、既設道路の擦り付けをクランク状に設置する場合も
　ございます。

▲既存の宅地等と新設する道路に高低差が発生する場合、該当する地先の方と相談させ
て頂きますが、一般的な高低差の処理方法は、以下のとおりです。
①宅地が道路より低い場合（図左側）：Ｌ型の擁壁等を設置することで高低差を処理
　し、擁壁等の基礎は、道路内に入れ、道路の構造物として、道路管理者が管理します。
②宅地が道路より高い場合（図右側）：ブロック積擁壁等を設置することで高低差を
　処理し、ブロック積擁壁は基礎を含め、宅地内に設置して頂き、この宅地を所有する
　方の所有する構造物となります。
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事 業 の 効 果

幅の広い歩道設置による歩行者、自転車等の安全確保

無電柱化による良好な景観の創出、安全で快適な空間の確保

災害時緊急活動の円滑化及び防災性の向上

車両通行の円滑化による交通渋滞の緩和
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事業のスケジュール

▼町田3・3・36号は、骨格幹線道路であり、道路ネットワークが形成される
ことで、交通機能や防災機能の向上をはじめ、良好な都市空間の創出などの
事業効果が期待されます。

▲今回事業化を予定している区間の事業スケジュールは、今年度実施する
用地測量が完了したのち、事業認可の申請を行います。国からの認可が下り
たのちに用地補償の説明を行い、事業着手となります。なお、事業期間は、
用地取得の状況にもよりますが、概ね10年を見込んでおります。
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皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

東京都

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jimusho/nantou/index.html

▼本事業に関する計画について、ご不明な点、ご意見等がございましたら、
下記の連絡先までご連絡をお願い申し上げます。

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jimusho/nantou/index.html

